
1



（１）構想
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（２）募集

・中学校長会での事業説明（社会教育青少年課長）
・第二中学校及び第三中学校へあいさつとちらしの配布を依頼（社会教育青少年課指導主事・
社会教育主事が同行）

・第二中学校及び第三中学校へ報告とお礼

学校との連携

地域学校協働活動への発展



（３）企画
第１回打合せ会（７月６日）
第２回打合せ会（７月２７日）
第３回打合せ会（８月２日）
第４回打合せ会（８月９日）
第５回打合せ会（８月１９日）
第６回打合せ会（８月３１日）

3

（４）準備
第７回打合せ会 【準備】 （ ９月２１日）
第８回打合せ会 【準備】 （１０月 ５日）
第９回打合せ会 【準備】 （１０月１２日）
第10回打合せ会【準備】 （１０月２１日）
第11回打合せ会【準備】 （１０月２５日）

【サードプレイスJr.の企画】
・スタンプラリー
・あてくじ
・千本引き
・水ヨーヨー釣り
・缶バッジづくり

（５）運営 １０月２６日（土）・２７日（日）霞城公民館文化祭「ペタペタスタンプラリー」

サードプレイスJr.メンバーの他に、７名の中学生と６名の高校生、
４名の大学生がボランティアとして参加しました。



（６）ふりかえり
テーマ１ 目標の達成度（自分の成長）
・他の中学校の生徒や小学生、高校生、大学生と仲よくなることができた。
・たくさんの出会いがあった。
・「ありがとう」と言ってもらった。
・ハッピーな気持ちになった。
・「ボランティア」で一致団結できた。協力できた。
・コミュニケーション能力が高まった。

テーマ２ 私にとっての霞城公民館

・これまで公民館に行ったことがなかった。
・公民館はおじいちゃんやおばあちゃん、いろいろな人と関わることができる場所。
・交流ができる場所。
・地域とのかかわりができる場所。
・中学生も来ていい場所だということがわかった。身近な場所になった。
・いろいろなチャレンジができる。
・楽しい、ワクワク、ポジティブ、落ち着く、あったかい、思い出をつくることができる など

テーマ３ 来年度

百人一首、バンド、ミニ四駆、竹かご作りしめ縄作り、コケリウム、伝統工芸体験、
クリスマスリース作り、マラソン大会、 笹巻作り、おにっご、かくれんぼ、マジック（手品） など
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１２月２８日



霞城公民館の成果につながるポイント

●参画者の募集の難しさ

１歩目をどうすれば踏み込むか…

・つながるきっかけづくり

自由開放日の設定
声がけ
チラシ配布 …etc



●参画者（中高生）の対応
☛つながりのない中高生とのかかわり
☛企画運営の経験もない…

支援のあり方、学校との連携・・・

外部団体・学生・地域おこし協力隊との連携

社会教育主事（社会教育士）のサポート

霞城公民館の成果につながるポイント



●参画者の時間確保の難しさ
☛学習、学校行事、部活動…等

活動できる場

集 まれ る場 時間

霞城公民館の成果につながるポイント

公民館

移動距離・時間
の短縮

公民館≒社会教育の拠点

身近な存在



参画者

いろんなことができる！

いろいろな人
（おじいちゃん・おばあちゃん）
とかかかわることができる場所

身近な場所 交流できる場所 地域とのかかわり

あったかい場所

行ったことがない。
どこ？図書館？
卓球？他には？

公民館≒地域の学び場・居場所

霞城公民館の成果につながるポイント



参画者企画を終えて…

来年度、継続したい参画者 ９名✋

放課後子ども教室（きらきら教室）の１企画を担当

“やりたい！！”を実現できる！！



本事業の課題

アンケート結果（企画に参加した小学生等） ５７名
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は、どうでしたか？
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どちらかという
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この企画で発見したこと
はありましたか？
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中学生になったら、企画
運営してみたいか？
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中学生の“ヒト”としての魅力✨



本事業が中学生へ期待すること

①自分事として考える機会

②自分たちで考え実践した経験

③地域とのつながりを実感

“つながり”に支えられ “将来の担い手”へとつながる

地域への愛着

…かも




